
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

平成 25年度前期昇龍道プロジェクト事業 

資料１ 



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
東南アジア部会の開催

第1回 東南アジア部会

日 時：平成２５年６月１９日 (水) １３：３０～１５：３０
場 所：中部運輸局１１階共用会議室
議 題：１．昇龍道プロジェクトの東南アジアへの取り組み

①東南アジア市場の現状と我が国の取り組み
②東南アジア5カ国へのプロモーションの予定
③受入環境の整備、ホスピタリティの向上

２．東南アジア市場の現状（海外旅行の状況及び趣向）
①東南アジアの訪日旅行の現状と課題
②ＡＳＥＡＮからのムスリム観光客の受け入れ
③高山市への訪日状況

３．インバウンド推進にあたっての課題

第２回 東南アジア部会 （ＡＳＥＡＮからのムスリム観光客受け入れセミナー）

日 時：平成２５年７月１１日 (金) １３：３０～１６：３０
場 所：名古屋ダイヤビルディング２号館
講 演：１．「インバウンド観光市場としてのＡＳＥＡＮ」について

２．「日本におけるムスリムフレンドリーサービス」について
３．「インドネシアからのムスリム観光客」について
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
平成２５年度前期 中国・香港へのプロモーション実績

ゴルフ雑誌招請

ITEブース

中国 2013北京国際旅游博覧会（BITE）出展 （平成２５年６月２１日～２３日）

◇北京での出展事業は、昇龍道プロジェクトとして初の試み
：中国は、訪日旅行促進事業（ビジット・ジャパン事業）において、最重点市
場と位置づけられる市場であり、昇龍道地域のさらなる認知度向上を目
指すため、昇龍道春夏秋冬百選、ウェルカムカード、エンジョイチケット
セット、セントレアリムジンをはじめとしたＰＲした。

北京BITE

◇香港の旅遊展で昇龍道の魅力を発信
：個人旅行者の多い香港で、北陸地域を中心に昇龍道の魅力をPRし、
夏休みの旅行を促した。

香港 香港国際旅遊展（ITE）２０１３出展 （平成２５年６月１３日～１６日）

中国 ゴルフ雑誌メディア招請 （平成２５年８月６日～１０日）

◇中国ゴルフ雑誌記者がゴルフと昇龍道の魅力を取材
：中国では経済発展とともにゴルフ人口が増加傾向にあり、特に富裕層の
間では海外でのゴルフツアーが注目されており、中国ゴルフ雑誌に掲載いた
だくことで、ゴルファー達へ当該地域の多彩な魅力を伝え、認知度向上を図
り、中国特に北部からの誘客促進を図る。

-2-



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

１．「昇龍道」として、まさに一体的なプロモーションを行う！１．「昇龍道」として、まさに一体的なプロモーションを行う！

昇龍道台湾ミッションの概要① （H25.5.13～5.15）

昇龍道プロジェクト推進協議会三田会長（中部経済連合会会長）、永原副会長（北陸経済連合会会長）が揃い踏みで参加、中

部運輸局長のほか三重県副知事、岐阜市長、高山市長、郡上市長、下呂市長など自治体や加賀屋さんなど民間から総勢80

名を超えるミッション団が、台湾政府観光局、台湾観光協会、航空会社、旅行会社、メディアを訪問。中部・北陸９県を跨る「昇

龍道」として、まさに一体的なプロモーションを行った。

また、商談会を並行して行うと共に、今回のミッション向けに準備した昇龍道春

夏秋冬百選、昇龍道ウエルカムカード、インバウンド向け交通切符や、５月下旬か

ら再開するセントレアリムジン（セントレア～名古屋市内）などをＰＲし、ＦＩＴなど個人

旅行が中心の台湾観光客向けのプロモーションを行った。

5.13出発式（セントレア）にてテレビ取材

の状況

テレビ取材：ＣＢＣ、中京テレビ、メーテレ

5.14 台湾観光協会頼会長との

覚書締結の状況

観光セミナー

平成２５年度前期 台湾へのプロモーション実績
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

① 台湾政府観光局、台湾観光協会をはじめ、今回のミッションに対する反響は大

きく、昇龍道プロジェクトの意義を高く評価して頂くとともに、日本好きの台湾リピー

ターが、東京、北海道、京阪神などの人気地に次ぐ新しい観光ルートを探しはじめ

ているので、大変よいタイミングであるとの声が多かった。

②今回、昇龍道プロジェクト推進協議会は、台湾観光協会との間で「観光及び友好

交流における協力覚書」を締結し、台湾側の昇龍道プロジェクトへの支援を含む日

台間の交流を深化させることとしたが、その際、台湾観光協会の頼会長から、「今回

の覚書締結は、日台間の協力の始まりを意味するものであり、今後、双方が努力し、

また、知恵を出し、日台間の観光交流人口を現行の300万人から400万人に増やす

目標を実現したい。」との力強い言葉を頂いた。

２．昇龍道台湾ミッションでの大きな成果２．昇龍道台湾ミッションでの大きな成果

３．「日本の観光物産博」で昇龍道ブースを展開３．「日本の観光物産博」で昇龍道ブースを展開

5.14 台湾観光協会頼会長との覚書締結後の状況

5.17 台北駅での「日本の観光物産博」及び「昇龍道物産即売会」の状況

昇龍道台湾ミッションの概要② （H25.5.13～5.15）

台湾から昇龍道へのインバウンド推進のため、今回のミッションに

引き続き「日本の観光物産博２０１３」（５月17日から19日、来場者数

約４万人）が台北駅において開催され、日本全国から全７６ブースの

出展がある中で、２４ブースに出展し、昇龍道ブースとして統一的に

プロモーションを行い、好評を博した。

また、同時に台北駅に隣接するショッピングモールにおいて、昇龍

道の銘酒などの物産を販売する「昇龍道物産即売会」においては、

商品の大半が売り切れるほど、大盛況であった。

平成２５年度前期 台湾へのプロモーション実績
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
平成２５年度前期 台湾へのプロモーション実績

富士山旅行社招請

レンタカー招請

旅行会社招請 （平成２５年６月２日～６日）

◇昇竜道ミッション、日台観光サミットと連携し、旅行会社を招請
： 「昇龍道ミッション」で意見交換した旅行会社、航空会社、旅行雑誌社及
び志摩市で開催された「日台観光サミット」に参加した旅行会社、航空会
社の各幹部らを招請し、昇龍道観光の商品造成の促進を図った。

旅行者招請交流会富士山世界遺産登録の旅行商品造成 （平成２５年５月１９日～２３日）

◇世界文化遺産への登録された富士山への旅行商品を造成
：富士山が世界文化遺産への登録を見込み、台湾からエアライン系旅行会
社を招請し、世界遺産登録に合わせて商品化を図った。

レンタカー旅行商品の造成 （平成２５年８月２２日～２５日）

◇名古屋での都市型観光の魅力を発信
：パワーブロガーによる名古屋情報発信のほか、FIT旅行を造成する旅行
会社への販促支援等を実施し、台湾からのセントレアを利用した昇龍道・
名古屋への誘客促進を図った。

パワーブロガー及び旅行会社招請 （平成２５年８月２２日～２５日）

◇レンタカーを使った商品造成を促すために旅行会社やブロガーを招請
：台湾で人気が出てきているレンタカーを使った旅行商品を造成するため
に旅行業者やFITでもレンタカーを使った昇龍道を魅力満喫するための
PRを図るためにブロガーを招請した。
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

マレーシア 「MATTA FAIR  2013」 に出展 （平成２５年９月６日～８日）

タイ ＴＩＴＦ２０１３ に出展（平成２５年８月１５日～１８日）

◇マレーシアにおける昇龍道地域の認知度向上と旅行商品造成を促す。
：プレプロモーションとして、マレーシアで開催される旅行博に昇龍道ブース
を出展するとともに、販売促進のための広告支援をあわせて実施

◇タイにおける昇龍道地域の認知度向上とタイからの訪日旅行者の増加を
目指す。
：タイで昇龍道を周遊する商品を販売する旅行会社を招請し、旅行商品の
造成を促すとともに、タイでの認知度向上のためにタイで開催される旅行
博へ出展

平成２５年度前期 東南アジアへのプロモーション実績

タイTITF2013

マレーシアMATTA FAIR 2013

タイ 旅行会社・ブロガー招請 （平成２５年５月２5日～３０日）

◇タイからの個人旅行者増加のために旅行会社・メディアを招請
：タイのＦＩＴ旅行客に影響力の高いブロガー及びＦＩＴ向け商品の造成に意
欲的な旅行会社の関係者を招請。なお、本事業では、「昇龍道春夏
秋冬百選」「昇龍道ウエルカムカード」「昇龍道エンジョイチケット」「セント
レアリムジン」を活用。

テレビ番組撮影風景

タイ テレビ番組・旅行商社招請 （平成２５年７月９日～１４日）

◇タイへの昇龍道旅行の魅力を伝えるためにテレビ番組を招請
：タイの人気旅行番組「Say Hi！」の撮影を誘致し、昇龍道の魅力を伝えた。
今回撮影した内容は、旅行博「TITF２０１３ 」（８月）に合わせて放送されま
した。

シンガポール NATAS２０１３ に出展（平成２５年８月１６日～１８日）

◇シンガポールにおける個人旅行者への昇龍道地域の認知度向上を促す。
：個人旅行者の多いシンガポールで開催される旅行博に昇龍道ブース
を出展し、昇龍道の魅力を伝えた。
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昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ昇龍道の魅力とおもてなしの心を伝える

１．観光力の強化

昇龍道春夏秋冬百選集の発刊(平成25年5月13日）

表紙(繁体版) 内容例

(1) 目 的
昇龍道9県の観光資源を海外に端的に紹介

(2) 選定ポイント
次のすべてを満たす観光資源として94を選定。
①観光資源の独自性
②地域(自治体）の外国人観光客誘致に向けた意欲
③他の観光資源との連携

(3) 編集ポイント
・観光資源をテーマごとに編集、ガイドブック形

式の冊子として、中国語（簡体字・繁体字）及
び英語版を作成。

・海外ゆかりの観光資源や観光周遊モデルコース
も紹介

２．ホスピタリティの強化

昇龍道ウエルカムカード制度の創設（平成25年５月13日）

(1) 内容

昇龍道に来訪した外国人がウェルカムカードを提示

して観光･宿泊施設、交通機関等から割引等の特典を受

けることのできるしくみ

(2) 特典提供施設

488店舗・施設

（8月末現在）

随時募集中

(3) ウェルカムカード入手方法

セントレア空港で配布。なお、昇龍道交通切符も

ウェルカムカードの機能を有するほか、昇龍道ウェ

ブサイト(＊)上からダウンロードが可能

(http://gocentraljapan.jp/）

（JR東海 TOICA）
（名古屋市交通局

バス・地下鉄1日乗車券）昇龍道交通切符

昇龍道ウエルカムカード

-7-



昇龍道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄインバウンド向け交通利便の向上

３．名古屋の周遊を容易にする交通カード

JR東海、名鉄、名古屋市交鉄道３社による、インバ

ウンド向け交通切符セット「SHORYUDO Enjoy 

Ticket Set」を発行

中部国際空港内名鉄トラベルプラザで５月１３日から

発売。

■セット内容

東海旅客鉄道（株）

TOICA  2,000円

名古屋鉄道（株）

中部国際空港⇔名古屋間

特急ミュースカイ指定席割引券

（片道50円引き×2枚）

名古屋市交通局

バス・地下鉄全線一日乗車券

600円

（通常850円を600円で発売）

■発売価格：2,600円

※発売対象は、訪日外国人のみ。

表紙デザイン

４．セントレアリムジンバスの実証運行を再開

昨年10～12月の実証運行の結果を踏まえ、バス停
を計７箇所（３カ所追加）に増やし、ＩＣカードの使
用を可能として実証運行を再開。

【 セントレアリムジンの運行概要 】

(1) 運行区間 セントレア ⇔ 名古屋市内・伏見町

(2) バ ス 停 名古屋東急ホテル、栄（オアシス２１）、

錦通本町、ヒルトン名古屋、

名古屋観光ホテル、伏見町

(3) 運 賃 １，０００円（子供５００円）

(4) 運行回数 １日４往復

(5) 所要時間 ４８分～７６分

(6) 運行期間 平成25年5月18日(土) ～ 12月31日(火)

(7) 運行事業者 名鉄バス株式会社

チラシ表面
H25.5.13セントレアリムジン試乗会の模様

-8-



hasegawa-m56rp
長方形










